
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        特別展覧会 

         ルイス・キャロル生誕 180年記念 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ごあいさつ 
 
 
東京聖徳学園は、昭和 8（1933）年、東京市大森区（現、東京都大田区)に聖徳家政学院と新井

宿幼稚園の創立に始まり、今年で 78 周年を迎えました。その 3 年前の学園創立 75 周年に

は、記念事業の一環として、｢こども図書館｣、｢聖徳博物館｣を附設した「川並記念図書館」が新たに

開館しました。 

学生の安全を最優先と考えて導入した免震書架、約 75 万冊の収納能力がある自動書庫等最新の機

能を備えた「川並記念図書館」には、これまで蒐集してきた児童教育・女性教育に関する貴重な資料

や学術的な価値の高い資料など、多数の文献、コレクションが保存されています。 

平成 24（2012）年は「不思議の国のアリス」、｢鏡の国のアリス｣等の著者ルイス・キャロルの生誕

180 年にあたります。これを記念し、本学園が所蔵するコレクションの中から、特に女性やこども達

に人気の高いアリスコレクションを公開します。「不思議の国のアリス」、｢鏡の国のアリス｣の初版本

をはじめ、「不思議の国のアリス」に登場するフィギュアやグッズ類、アリスのモデルとなった少女

の写真等貴重な資料を展示紹介します。 

世界各国で親しまれている「不思議の国のアリス」は、読者をファンタジーあふれる不思議な世界

へと誘ってくれます。自然災害など不安な日々が続く昨今、今回の展覧会が心のやすらぎや癒しの縁
よすが

となれば幸いです。 

 
 
平成 23 年 9 月 19 日 
 

学校法人東京聖徳学園理事長 

聖 徳 大 学 学 長 

聖 徳 大 学短 期 大 学部 学 長 

学 園 長   川並 弘純 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          「不思議の国のアリス」初版 1866年    「詩か？理性か？」初版 1884年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       「鏡の国のアリス」初版 1872年       「かつらをかぶったハチ」初版 1977年
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       「スナーク狩り」初版 1876年       数学パズル「もつれ話」初版 1885年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      「不思議の国のアリス」1930年 
       マリー・ローランサン挿絵 
                     「不思議の国のアリス」1969年 サルバドール・ダリ挿絵 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     「パンチ」合本 46巻（1864年） 「鏡の国のアリス」印刷用活版（左）とその印刷物（右） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  チェス・セット（1981～82年）        フィギュアコレクション 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     食器コレクション 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幻灯機用スライド（ガラス製）            切手とお菓子の缶 
 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ルイス・キャロル        アリス・リデル 
 （1832～1898）        （1852～1934） 

 

 

会    期：平成 23年 9月 19日（月）～平成 24年 5月 12日（土） 
午前 9時～午後 5時（休館 毎日曜・祝日と学事日程による休業日）

会    場：聖徳大学 1号館 8階 聖徳博物館 
会場への案内：ＪＲ常磐線・ＪＲ乗り入れ地下鉄千代田線・新京成線とも 

松戸駅下車、東口より徒歩 5分 
発行・お問い合わせ：聖徳大学川並記念図書館 

Ｔｅｌ：047－365－1111（大代） 
http://www.seitoku.jp/lib/ 

「不思議の国のアリス」 

オックスフォード大学で数学の講師で

あった作者ルイス・キャロルは、1862
年の 7 月のある日、アリス・リデルた
ち 3 人の姉妹とテムズ川での舟遊びの
最中に、即興で架空の話を語った。ア

リスからこの話を本に書いてほしいと

頼まれたキャロルは、キャロル自身が

描いたイラストを入れた手作りの本

「地下の国のアリス」（「不思議の国の

アリス」の原型）をプレゼントする。

その後、この本の原稿を見た友人から

出版を勧められ、1865年マクミラン社
から、話を追加して、画家ジョン・テ

ニエルの挿絵で「不思議の国のアリス」

を出版した。当時ビクトリア女王も愛

読したと言われる程大評判になった。 

ルイス・キャロル（1832～1898）
 
本名はチャールズ・ラトゥィッ

ジ・ドジソン。父のチャールズ・

ラトゥイッジは牧師。11人兄妹の
長男としてイギリス・チェシャー

州に生まれた。母親のフランシ

ス・ジェイン・ラトゥイッジは厳

格な人であった。オックスフォー

ド大学に入学し、成績は古典学、

神学に優れ、特に数学が優秀で卒

業後はそのままオックスフォード

大の数学教師になる。1862年にア
リス達と舟遊びの最中に即興で語

って聞かせた物語が「不思議の国

のアリス」で、これが後に出版さ

れて児童文学の古典となった。 

 

 


